
平成２２年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 森林による健康づくり（継続）

流 域 名 吾妻

実施箇所及び 群馬県吾妻郡 草津町内及び白根国有林、六合村入山国有林
実施日 4/23,4/27,5/25,6/23,7/2,9/1,11/14,12/14,12/22,1/31

取組の背景及 近年森林セラピーなど森林を健康づくりに利用する取組みが
び必要性 各地で行われており、草津温泉を囲む国有林を利用して、温泉

と森林による健康づくりを推進する。

・森の癒し歩道の整備
・森の癒し体験イベント

取 組 の 内 容 ・森の癒しトレーナーのスキルアップ研修

国有林担当 総会等への参加、歩道の整備、イベントの開催や協議会認定ト
部局・役割 レーナーのスキルアップ研修への協力

連携協働相 草津町､草津町教育委員会､草津温泉観光協会､草津温泉旅館協
手先・役割 同組合､自然保護財団草津支部､NPO法人草津スキー倶楽部、国

土交通省品木ダム水質管理所､草津の自然を愛する会､草津温泉
ウォーキング協会：コースの整備、協議会認定トレーナーのス
キルアップ研修の講師､地元宿泊関係者への説明会等の企画、
実施、募集、講師



【 参 考 資 料 】

取 組 名 森林による健康づくり（継続）

歩道整備（チップ敷き）

（新芽の学習 サイクリングロード） （樹木や草花の観察 やすらぎの森）

草津森の癒しトレーナースキル

アップ研修

（草花の観察とﾉﾙﾃﾞｨｯｸｳｫｰｷﾝｸﾞ 野反湖）



平成２２年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 都市住民等への森林ＰＲ（継続）

流 域 名 吾妻

実施箇所及び ①群馬県吾妻郡 草津町白根山国有林、嬬恋村熊四郎山国有林
実施日 6/26,7/10,7/3,8/7,10/1,10/2,10/8 ②群馬県吾妻郡 東吾妻町、草津町

内及び白根山国有林、中之条町四万国有林 奥四万湖周辺
4/5,4/19,5/21,7/23,9/15,9/26,10/4,11/26

取組の背景及 森林は国民全体で育てるとの考えを広めるため、草津温泉等
び必要性 の地の利を生かして、都市住民へ森林に接する機会、地元の森

林ボランティア等との交流の機会を提供する。

①都市住民による森林ボランティア支援（森とでんえん倶楽部、
連合吾妻、民間企業）

取 組 の 内 容 ②地元の行事でのＰＲ（吾妻郡植樹際、森と湖に親しむ旬間（旧
赤川苗畑）、全国育樹祭視察ｺｰｽ案内ほか））

③巨樹の保全活動（嫗仙の滝のカツラ及び谷沢の姫カツラの後
継樹の里帰り）

国有林担当 ①吾妻森林管理署：各種イベント実施に伴う準備と協力
部局・役割 ②,③吾妻森林管理署：各種イベント協力と企画運営

連携協働相 ①ＮＰＯ、団体等：チラシ、ＰＲを行い参加者募集
手先・役割 ②国土交通省品木ダム水質管理所、県、町村、等：企画運営、

チラシ、 ＰＲを行い参加者募集
③嫗仙の滝のカツラ保全協議会：植栽の実施



【 参 考 資 料 】

取 組 名 都市住民等への森林ＰＲ（継続）

企業によるボランティア活動 森林整備協会によるﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動
（やすらぎの森） （旧赤川苗畑跡地）

吾妻郡植樹際

（木こり体験） （酸性河川のｐｈ実験）

森と湖に親しむ旬間ｲﾍﾞﾝﾄ



平成２２年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 民国連携による美しい森林づくり（継続）

流 域 名 吾妻

実施箇所及び ①林業事業体等の安全巡視：群馬県吾妻郡東吾妻町 国有林他
実施日 平成２２年１２月２２日

②吾妻森林管理署（製品生産を実行する請負事業地）
平成２２年７月９日から平成２３年３月３１日

取組の背景及 ①林業における災害の未然防止のため、吾妻郡の民有林・国有
び必要性 林が連携して労働安全の確保に取り組む。

②近年の違法伐採対策、中国の需要増、ロシアの関税等により、
合板原料が国産材にシフトし、特にカラマツへの期待が高まっ
ているため、国有林ではシステム販売等に取り組んでいる。

①林業事業体等の合同安全パトロール
取 組 の 内 容

②システム販売の推進

国有林担当 ①吾妻森林管理署：林業事業体の安全巡視(参加、説明)
部局・役割 ②関東森林管理局：協定の締結

連携協働相 ①吾妻環境森林事務所、中之条基準監督署、請負事業体等：林
手先・役割 業事業

体の安全巡視（企画、実行、参加）
②木材業者：システム販売に伴う協定の締結



【 参 考 資 料 】

取 組 名 民国連携による美しい森林づくり（継続）

合同安全パトロール



平成２２年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 森と仲良しの子供育成（継続）

流 域 名 吾妻

実施箇所及び 群馬県吾妻郡
実施日 東吾妻町烏帽子国有林 5/26

草津町白根国有林･草津中学校 5/25,6/8
草津町白根国有林 10/1
六合村入山国有林 6/13

取組の背景及 教育のＩＴ化やファミコンで遊ぶ子供が増える一方、山村の
び必要性 子供たちでさえ森林について知らないことが多くなっているた

め、森林や自然に接する機会を提供し、森林を教育に活用して
いただく。

地元及び下流の小中学校生等を対象に森林教室・体験林業
（県・町村・ボランティア団体との連携など）を実施した。

取 組 の 内 容

国有林担当 吾妻森林管理署：森林環境教育の実施、森林教室・体験林業で
部局・役割 の講師等

連携協働相 小中学校、農林大学校、教育委員会、団体：森林環境教育の実
手先・役割 施、森林教室、体験林業等参加者の募集、講師等



【 参 考 資 料 】

取 組 名 森と仲良しの子供育成

岩島小学校森林教室

草津中学校のコマクサ保護活動と森林教室

農林大学校校外授業 ニジマス放流ｉｎ野反湖
「ﾌｫﾚｽﾄｾﾗﾋﾟｰ論」（ﾛｲﾔﾙｺｰｽ） （木工クラフト作り体験）



平成２２年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 広葉樹を活用した森林造成（新規）

流 域 名 吾妻

実施箇所及び 群馬県東吾妻町烏帽子国有林（請負工事期間：平成２２年９月
実施日 ９日～１１月１９日、ふれあいの郷オーナーによる植樹体験

１０月９日 ）

取組の背景及 山腹緑化工について、多種類の広葉樹を密植・混植する工法
び必要性 を取り入れ、早期の復旧を図る。

吾妻署においては集中豪雨により山腹崩壊の発生した本箇所
を選定し、平成２１年度にはまず拡大崩壊と崩壊土砂の流下を
防止するため山腹基礎工を施工し、今年度は山腹緑化工として

取 組 の 内 容 宮脇方式による植栽を行い、植生の早期回復を図ることとした。

今回施工する箇所は４３３．３㎡。比較検討のため、区域を
下記のとおり３分割して施工することとした。

①宮脇方式による植栽（植栽本数はha当たり１万本）

②通常の植栽（従来の木本類の山腹緑化工として。植栽本数
はha当たり３千本）

③マット伏工（従来の草本類の山腹緑化工とし、植栽は行わ
ない）

植栽樹種：コナラ、ケヤキ、ミズナラ、ヤマザクラ、
カエデ類、ブナ、クリ、カラマツ

国有林担当 工事の発注、植栽指導等
部局・役割

連携協働相 請負事業体、ふれあいの郷オーナー：植栽等の実行
手先・役割



【 参 考 資 料 】

取 組 名 広葉樹を活用した森林造成（新規）

施工後の状況
(写真の左側が宮脇方式による植栽、中央はマット伏工、右側が通常の植栽)

ふれあいの郷オーナーによる
植樹体験
（宮脇方式による植栽箇所

の一部）



平成２２年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 国有林野事業の PR と地域振興（新規）

流 域 名 吾妻

実施箇所及び 群馬県吾妻郡中之条町入山国有林
実施日 平成２３年３月１１日

取組の背景及 国有林野内に埋もれた地域の観光資源等にスポットを当て、
び必要性 地域振興に資するため、世立八滝周辺の整備に着目した。

世立八滝は観光資源として有用であるが、滝に向かう歩道は
急傾斜で道幅が狭く、危険な箇所もあり、観光客が気軽に周遊
出来る状況になかったことから、町において歩道の作設や改修

取 組 の 内 容 が進められることとなり、署においては来訪者が安心して安全
に利用出来るよう歩道位置案看板や案内板を設置したものであ
る。

国有林担当 吾妻森林管理署：歩道の整備への協力、看板の設置
部局・役割

連携協働相 中之条町：歩道の整備
手先・役割



【 参 考 資 料 】

取 組 名 国有林野事業の PR と地域振興（新規）

歩道位置案内看板

歩道沿いの案内板

整備された歩道と滝


